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　ス ピ ノ
ーダル 分解は ， 2成分系の 2相共存不安定領域 で の 相分離 の 過程で あ る 。 特に

そ の初期過 程を問題 にす る際に は ， 通常 Fokker −Planck 方程式 を立 て る事 か ら出発する。

こ の 際 ， 過程に 対す る駆動力 は， 系の
“
自由 エ ネル ギ

ー”F を秩序変数 M で 微分 し た も

の ∂F／∂M に 比例 す る と され る 。 しか し ，
こ の F と し て

，
ど の 様な もの を選ぶ か とい う

事に対する処方箋は なか っ た。 Langer等
1）

は ，
　 F と して ，

　 　 　 　 　 　 　 　 2　 　　 tC　　 4　 　 　 　 　 　 　 r

　　　FLBM ＝

万
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万
盟

とい うGi。、。b。，9．La。d。u ．Wil、。n 型 の もの を選ん だ
． 又 ，　 L ・b・wit ・ 等

2’
は 更 1・ ノ の 項 を

含ん だ F を使 っ て ， 彼等 の計算機実験 の 結果 を解析 した 。 しか し，重要な点 は ， 今必 要

なの は熱力学的 自由 エ ネ ル ギー
で は な く， 系の gross　variable の dynamics に影響 しない 小

さな scale の ゆ ら ぎに つ い て 繰 り込 ん だ
“

粗視化 した
”

自由エ ネ ル ギ ーで ある， と い う

事 にあ る 。

　我 々 は ， 繰 り込み 群の 方法 を用 い て ， ad　hoc な仮定 をす る事な くこ の coarse・grained

free　 energy を計算 した 。

　通常の 書式に従 っ て ， 繰 り込み パ ラ メ
ー

タ ／ を次の 様に定義す る 。

　　　♂ ＝ g／km　　　（q は波数 　  は lower　cut　off で以下 1 とす る ）

　自由エ ネ ル ギ
ー に 対す る 表式は ， 1− loop近似 で
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と得 られ る 1）　　　　　 （ε ＝ 4 − d ）

　γe ， Ue は通 常 の 記 法で ， くりこ み群方程式

｝e
＝ 2 γe ＋ 6Ue／（1 ＋ re ）

ae− ・ Ue
− 18・ 夛／（1 竭 ）

2
（2）

を満た す 。

　こ こ で ， 上 の 議論 に 従 っ て ， （4 → 。。 に しな い で ）有限 の e ま で で く り こ み を止 め た

もの を ， 我 々 の 求め る coarse −grained　free　energy 　F （M ．4）とす る。

　non −linear　 scaling 　 fieldの 方法 を用 い て （2 ）を解 い た 値を使 い
， （1）の 数値計算 した結

果 を図 1 に 示す 。 期待 され る よ うに
， 粗視化の ス ヶ

一
ル を大 き くす る に つ れ て ， flatに

な っ て い く。 更 に critical　 region に近 づ い て 4 の 値が大 き くな っ て も傾向は 同 じで あ る
。

（・）式の 1・， の 引蜘 δ
1
（e）≡ e

−2紅 ・
、

e
−2e

＋ 3・
、
　e

一εe
は ， T ＜ T

．

で は ・ に な りうる ．

す な わ ち Zδ
1

（淫
c
）＝ 0 か ら， 系 の 不安定 さの 目安 4e（M ，

　t）が得 られ る 。 （但 t ＝
r

。
＋

3ue／（1 ＋ Te ）α （T − T
。
））そ の結果 を図 2 に示 す c　 6

。

→ 。。 の 曲線 は ，

“
spinodal　line

”

に 相当す る 。 す な わ ち ， e の 値を大 き くし て い くと ， 6　の 所で 不安定 モ
ー ドに 行 き当

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c

た り， F （M ，　e）に特異性 が現われ る 。それ を更 に く り込 み ， 10g を解析 接 続すれ ば ，

F は複素とな る
。 従 っ て ， t を 飲 し

，
　 M の 全領域に わ た っ て ， 実 の F を得る た め に は

F （
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e ＜ 6c （M ＝ 0，　t ）で なければ な らな い 。初期過程を問題 にす る場合， 6 と して ，　 T く

Tc で の 相関距離 ξに対応 した値 e
＊

をとる事が で き る が，幸い ， 4
＊

＜ 6c（M ＝ 0，　t）で

ある事が示 せ る 。 T → T に 近づ けば， こ の 不等式 を満足 し な が ら ， 両辺 の 値は大き くな
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e

っ て い く。そ の 領域 で は， （1）の 積分 を解析的 に評価 で きて ，それ を共 存線上で の M の

値 M を用 い て scale す る と ，
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と書け る。 Langer等 の 用い た もの は ，
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図 3 に 示す 。併せ て， F （M ，4 →

。。 ）の scaling 　function嬉。
も示 し

た 。こ の 関数は ， 前述の 通 り， x

≧ 1／de「の み で 実の 値 をもっ 。

初期過程に 対 して Langer等の選択

は よ い 。

　 こ こ で 出て 来た F （盟 詔 ） の 特

異性，複素 自由 エ ネル ギ
ー

等は，

ε
一展 開 の 1 次 で 止 め た 事に よ る

artifact で あ る と考 え られ る 。 よ

り定量的な議論 ， 特異性 の 性質 ，
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具体的 な応用 が今後 の 問題 と して 残 され て い る 。
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